
【 優れた取組 】

早期卒業・飛び入学制度を活用した学部段階からの円滑な教育課程の構築、
在学期間短縮に向けた取組

早期卒業・飛び入学、学部との連携

※平成28年度法科大学院公的支援見直し強化・加算プログラム審査結果（平成27年12月25日公表）より

○ 学部からの一貫教育を目指した「先導的な教育システムの構築」（北海道大学）

○ 法科大学院進学促進プログラム：学部学生並びに多様な知識・経験を有する
幅広い人材の法科大学院への進学を促すために（一橋大学）

○ 優秀者を対象とする「３年次飛び入学」を活用した法曹養成プロセスの構築（京都大学）

○ コンタクトチャートシステムを活用した質の保障を伴う短期法曹養成のための教育改革の取組（大阪大学）

○ 飛び入学を活用した学部教育との連携の強化・拡大（神戸大学）

○ 確実に法曹に導くための教育の充実・強化プログラム（九州大学）

○ 法学部教育と連携した早期卒業を活用した優秀者養成コースの設置（創価大学）

○ 早期卒業・飛び級を対象とした法学既修者のための特別入試（E特別方式）の導入（立命館大学）

○ 法学部との連携に基づく一貫教育プログラム（同志社大学）

○ 早期卒業支援を軸とした法学部教育との連携プログラム（関西学院大学）



早期卒業・飛び入学制度を活用した学部段階からの円滑な教育課程の構築、在学期間短縮に向けた取組

早期卒業・飛び入学、学部との連携 ① 優れた取組

北海道大学

学部からの一貫教育を目指した
「先導的な教育システムの構築」

学部１年生向けに、課外授業（夜
間法学教室）を実施する。学部２、
３年生向けに、実務家による授業
（法律家への架け橋）を展開する。
また、法科大学院進学を目指した学
部演習を設ける。さらに法科大学院
入試における飛び級制度を普及させ
る。

一橋大学
法科大学院進学促進プログラム
：学部学生並びに多様な知識・経験
を有する幅広い人材の法科大学院へ
の進学を促すために

法科大学院進学者の減少に対処す
るため、学部学生の法科大学院への
進学を促進するためのプログラム
（弁護士による講演会、地方での説
明会等）や、入試制度改革（飛び級
制度の拡充、入試の複線化）を実施。

京都大学

優秀者を対象とする
「３年次飛び入学」を活用した

法曹養成プロセスの構築

法学系学部３年次に在学する優秀
な学生に、早期に法科大学院に入学
する道を開き、法科大学院を経て法
曹の道に進むことを志せるようにす
るため、法学既修者枠への出願資格
を認める「３年次飛び入学」を実施。

大阪大学

コンタクトチャートシステムを
活用した質の保障を伴う短期法曹

養成のための教育改革の取組

法科大学院教員が担当する法学部
２年次生向けセミナーを新設し、優
秀な法曹志望者層を早期に見出し、
適切に養成する。コンタクトチャー
トシステムを新たにこれら法曹志望
者層（法学部）に展開する。

神戸大学

飛び入学を活用した学部教育との
連携の強化・拡大

法学既修者コース志願者に、飛
び入学による出願を認め、また、
編入学を経験した者への配慮や休
学期間のある者の出願をも可能と
するべく、法学未修者コースと合
わせて、出願資格を一部改める等
の見直しを行う。

九州大学

確実に法曹に導くための教育の
充実・強化プログラム

３年次卒業制度を中核とする学
部・法科大学院５年一貫型教育の
導入（本学法学部から既修者コー
スへの進学希望者は５年一貫型教
育プログラムの履修を基本）及び
未修者の学修進度に応じた教育指
導を強化。



早期卒業・飛び入学制度を活用した学部段階からの円滑な教育課程の構築、在学期間短縮に向けた取組

早期卒業・飛び入学、学部との連携 ② 優れた取組

創価大学

法学部教育と連携した早期卒業を
活用した優秀者養成コースの設置

法学部にGlobal Lawyers Program
を設け、優秀な法学部生の早期卒業を
視野において、法科大学院の一貫教育
を実施。平成２８年度入試から早期卒
業者向けの特別入試を実施。

法学部との連携に基づく
一貫教育プログラム

法学部との連携による学部段階での
学修サポートの充実や優秀者に対する
早期卒業制度の活用、小中高における
法教育（模擬裁判等）の充実などによ
り、一貫した教育プログラムを構築す
る。

立命館大学

早期卒業・飛び級を対象とした
法学既修者のための特別入試

（E特別方式）の導入

早期に法曹資格を獲得したいと考え
る優秀層が法科大学院教育を受けた上
で司法試験に合格できる制度として、
学部３年次生を対象とした法学既修者
のための特別入試（E特別方式）を平
成28年度入試から導入。

関西学院大学

早期卒業支援を軸とした
法学部教育との連携プログラム

法学部に設置された「司法特修コー
ス」を中心に連携を強化し、学部教育
に積極的に協力することによって、早
期終了者の拡大を図るとともに、質の
高い法科大学院進学者を養成。

同志社大学


